
1．はじめに

近年，世界的な環境規制の高まりから有機溶剤に代表され
る揮発性有機化合物（VOC）削減への対応が求められており，
国内塗料業界としても法規制と事業者の自主的取り組みとのベ
ストミックスを推進している1）。塗料の中で最も水系化が進ん
でいるのが建築塗料であり，国内の水系化率は65.6％となって
おり今後も国内外の塗料業界でこの流れは続くことが予想さ
れる2）。
水系塗料の中でも樹脂Emは，塗膜性能を決定する重要な原

料であり，樹脂Emの性能を上げることで，水系塗料の普及が
さらに進むと考えられる。
樹脂Emは乳化重合法により製造され，その製造工程におい
て界面活性剤は重合反応場の提供，モノマー成分のプレ乳化，
生成したポリマー粒子の分散安定化など，いくつもの重要な役
割を担っている。一般的に用いられる界面活性剤は非反応性の
化合物のため，ポリマー粒子の表面に物理的に吸着しているだ
けである。そのため，高剪断の撹拌によってポリマー粒子から
界面活性剤が脱着し不安定化することにより樹脂Emの凝集が
起こることや，塗膜の界面に移行することにより耐水性や密着
性が溶剤系樹脂に比べて劣ることが知られており，改善が求め
られてきた。これらの課題の解決手法の一つとして，乳化重合
中にモノマーと化学的に共重合する反応性界面活性剤の使用が

挙げられる。
反応性界面活性剤は乳化重合中にモノマーと化学的に共重合

することで，重合後にフリーの界面活性剤が存在せず，非反応
性界面活性剤の欠点を克服できるものである。
反応性界面活性剤が創出されたのは1970年代と歴史は古く，

開発当初はラジカル重合基として，モノマーとの反応性が非常
に高い（メタ）アクリル基などが選定されていた。そのため，
乳化重合の前半で多くが消費されてしまうことから，界面活性
剤というよりもモノマーに近く，乳化・可溶化性能などが不十
分であった。
当社ではこれらの課題を解決するために，重合基にアリル基

を選定し，親水基と疎水基のバランスを最適化した反応性界面
活性剤アデカリアソープSEシリーズ（アニオン），NEシリー
ズ（ノニオン）を1990年代に開発した。アリル基は（メタ）
アクリル基に比べラジカル重合性が低く，重合後半まで界面活
性剤としての機能を有するため乳化・可溶化能を維持し，重合
安定性および重合後の樹脂Emの安定性に優れている。その後，
2000年代に環境ホルモン対応（ノニルフェニル基フリー）型
であるSRシリーズ（アニオン），ERシリーズ（ノニオン）が
加わり，現在では幅広い用途で利用されている3）。アデカリア
ソープシリーズの構造式を図-1に示す。
樹脂Emの要求性能が向上していることもあり，国内の乳化

重合用界面活性剤市場では，アクリル系やアクリル／スチレン
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品名 構造式

アデカリアソープ
SR/ER シリーズ

アデカリアソープ
SE/NE シリーズ

n：エチレンオキサイド(EO)付加モル数

R OCH2CHO(CH2CH2O)n

CH2CHCH2OCH2

X

C9H19 OCH2CHO(CH2CH2O)n X

CH2CHCH2OCH2 X：SO3NH4　　(SE  シリーズ)

H　　　　　(NE  シリーズ)

X：SO3NH4　　(SR  シリーズ)

H　　　　　(ER  シリーズ)

R：アルキル基

図-1　アデカリアソープシリーズの構造式
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要　　　　旨

水系塗料における酸化チタンなどの顔料は，バインダーである樹脂エマルション（以下，樹脂Emと記す）中に分散しており，顔料
分散のために添加される分散剤だけでなく樹脂Em表面の界面活性剤の影響を受けると推測されるが，実際の塗料系での顔料分散につ
いて検討された報告例は少ない。本報では塗料系において，樹脂Emに用いる乳化重合界面活性剤の違いによる酸化チタンの分散性や
耐候性などの塗膜性能へ与える影響について解説するとともに，分散性向上化のための改善策についても併せて紹介する。
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